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公
明
党

ハ
イ
チ
復
興
支
援
調
査
団

谷
あ
い
正
明
団
長
に
聞
く

　
日
頃
よ
り
温
か
い
ご
支
援
を

頂
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
正
月
三
日
、
私
は
早
朝
高
知
市
の
日

曜
市
で
約
二
百
人
の
出
店
主
の
方
と
新

年
の
挨
拶
、
こ
ん
談
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
公
明
党
に
対
し
て
の
厳
し
い
叱

声
、
励
ま
し
の
言
葉
等
々
頂
き
ま
し

た
。
又
、
現
在
の
経
済
・
景
気
を
何
と

か
し
て
ほ
し
い
と
の
切
実
な
お
声
も
あ

り
ま
し
た
。
あ
る
女
性
の
方
か
ら
は
、

「
公
共
事
業
が
削
減
さ
れ
主
人
が
失
業

し
、
私
が
一
生
懸
命
働
き
ゆ
う
」
と
の

お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
様
々
本
当
の
思

い
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
声

に
真
摯
に
応
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
、
と
強
く
決
意
致
し
ま
し
た
。

　
本
年
も
二
カ
月
が
過
ぎ
、
夏
の
政
治

決
戦
ま
で
五
ヵ
月
足
ら
ず
。
公
明
党
は

全
国
三
千
名
を
超
え
る
議
員
が
党
員
・

支
持
者
の
皆
様
の
励
ま
し
を
頂
き
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
介
護
総
点
検
も
公
明

党
な
ら
で
は
の
活
動
で
す
。
公
明
党
は

山
口
代
表
を
先
頭
に
全
力
で
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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2010 年 02月10日「子分」とは

　時計の針が逆回転し、時代が遡ったかのような言

葉が聞かれた。「子分を養うため金がいる」。12 日の

衆院予算委員会での発言である。自民党の与謝野

馨氏が同日の集中審議の質問の中で鳩山総理の実

弟邦夫氏の言葉を紹介して述べた件（くだり）である。

驚くべき言葉である。「子分を養う」という言葉もそう

であるが、その内容が事実であり、総理の口から出た

言葉であれば大変な事だ。そうであれば当然総理の

職は続けられない。

　与謝野氏は政策通として知られ、本日の集中審議

でも政策、特に現政権の経済政策について質問する

と思われたが意外な展開である。余程の確信を持っ

ての質問だとは思うが･･･。

　鳩山総理のお金の問題は国民の常識からは考えら

れない話である。事実は小説より奇なり、と昔から言

うが今回の総理のお金の問題はどうにも信じられない

話である。総理はご自身の件は一件落着と思ってい

る様子であるがそうはならないであろう。

街頭演説4ヵ月で 201回を実施
四国各地で街頭演説を実施

街頭演説4ヵ月で 201回を実施
四国各地で街頭演説を実施

高知市追手筋で新春街頭演説（１月３日）

松山市で街頭演説（10月12日）高知市で成人の日街頭演説（１月10日）四万十市で辻立ち（１月1日）

ハイチ地震の被害状況を現地調査する谷あい正明団長

㊧石田のりとし衆院議員　㊨谷あい正明参院議員

徳島駅前で新春街頭演説（１月2日）

東洋町で街頭演説（11月28日）
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PICK UP

石
田
　
直
接
見
た
現
地
の
状

況
は
。

谷
あ
い
　
調
査
に
入
っ
た
首

都
・ポ
ル
ト
ー
フ
ラ
ン
ス
は
傾

斜
地
に
大
家
族
で
住
む
世
帯

が
多
く
、倒
壊
に
よ
り
23
万

も
の
人
命
が
失
わ
れ
た
ダ

メ
ー
ジ
は
予
想
を
大
き
く
上

回
って
い
ま
し
た
。

　
復
興
に
向
け
て
歩
み
を
始

め
て
は
い
ま
す
が
、瓦
礫
に
埋

も
れ
た
町
で
生
活
拠
点
と
な

る
住
居
も
ま
ま
な
ら
な
い
状

態
で
し
た
。

　
ま
た
、衛
生
状
態
も
悪
く
、

こ
の
ま
ま
雨
季
を
迎
え
た
ら

感
染
症
の
大
規
模
な
拡
大
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。

石
田
　
日
本
の
支
援
は
十
分

か
。

谷
あ
い
　
現
在
、日
本
か
ら

は
7
0
0
0
万
ド
ル
の
支
援

を
決
定
し
て
い
ま
す

が
、中
心
と
な
る
べ
き

首
都
が
壊
滅
的
な
状

況
で
す
の
で
、お
そ
ら

く
国
際
的
に
さ
ら
な

る
上
積
み
が
必
要
だ

と
い
う
議
論
が
起
き

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

 

ま
た
、日
本
か
ら
Ｐ
Ｋ

Ｏ
派
遣
さ
れ
た
自
衛

隊
も
現
地
で
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

石
田
　
今
後
、党
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る

と
お
考
え
で
す
か
。

谷
あ
い
　
病
院
や
住
居
と
いっ

た
目
に
見
え
る
支
援
と
と
も

に
、ハ
イ
チ
で
貢
献
す
る
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
は
、長
い
目

で
見
て
最
も
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　
日
本
へ
の
国
費
留
学
生
の

積
極
的
な
受
け
入
れ
や
、地

震
の
専
門
的
人
材
の
養
成
な

ど
、将
来
に
向
け
た
援
助
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

石
田
　
ハ
イ
チ
を
直
接
訪
れ

た
日
本
の
国
会
議
員
は
５
名

し
か
い
な
い
。国
会
で
の
議
論

に
大
い
に
貢
献
し
て
欲
し
い
。

谷
あ
い
　
し
っ
か
り
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

平成 22年
1月➡ 50 回

平成 21 年
10月➡ 61 回　
11月➡ 44 回　
12月➡ 46 回

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
の
大
地
震
に
よ
り
甚
大

な
被
害
を
蒙
っ
た
ハ
イ
チ
。
そ
の
復
興
支
援
策

を
探
る
た
め
、
２
月
12
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た

り
現
地
調
査
を
行
っ
た
公
明
党
ハ
イ
チ
復
興
支

援
調
査
団
長
の
谷
あ
い
正
明
参
院
議
員（
参
院
選

予
定
候
補
＝
比
例
区
）に
、
現
地
の
実
態
に
つ
い

て
伺
っ
た
。



戸
別
所
得
保
障
抜
本
見
直
し
を

鳥
獣
被
害
対
策
予
算
確
保
な
ど

農
水
省
に
政
策
提
言

　
12
月
10
日
、
東
京
・
霞
ヶ
関
の
農
林
水

産
省
を
訪
れ
、
赤
松
広
隆
農
水
相
に
対
し
、

２
０
１
０
年
度
予
算
編
成
と
税
制
改
正
に

関
す
る
農
業
政
策
提
言
を
提
出
し
た
。

　
提
言
で
は
、
鳩
山
政
権
下
で
農
業
政
策

の
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

「
生
産
者
か
ら
戸
惑
い
と
不
安
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
」
と
強
調
。
コ
メ
の
戸
別
所
得

保
障
な
ど
来
年
度
か
ら
実
施
を
予
定
し
て

い
る
事
業
で
は
「
担
い
手
不
足
を
解
消
で
き

党
農
林
水
産
部
会
が
現
場
調
査

　
1
月
20
日
、
栃
木
県
小
山
市
を
訪
れ
、

4
月
か
ら
始
ま
る
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ

ル
事
業
（
米
の
モ
デ
ル
事
業
）
に
つ
い
て
集

落
営
農
の
農
家
や
行
政
、
J
A
関
係
者
と

活
発
に
意
見
交
換
を
し
た
。
そ
の
他
、
西

博
義
、
石
井
啓
一、
稲
津
久
の
各
衆
院
議

員
ら
が
参
加
し
た
。

　
小
山
市
に
は
同
県
内
最
多
の
48
の
集
落

営
農
組
織
が
存
在
し
、
1
5
3
人
の
認
定

農
業
者
が
い
る
。
ビ
ー
ル
麦
、
は
と
麦
生
産

　
３
月
末
に
期
限
切
れ

を
迎
え
る
過
疎
地
域
自

立
促
進
特
別
措
置
法

（
過
疎
法
）
に
関
す
る

与
野
党
間
の
見
直
し

協
議
が
１
月
18
日
に

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

現
行
法
を
６
年
延
長

し
、
新
た
に
58
市
町
村
を
過
疎
地
域
に
追

加
し
ま
す
。
同
法
改
正
案
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
、
公
明
党
過
疎
法
見
直
し
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）
の
座
長
と
し
て
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
答
え
し
ま
し
た
。

―
改
正
案
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

　
３
月
末
で
期
限
切
れ
を
迎
え
る
法
律

の
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
与
野
党
の

合
意
が
で
き
た
こ
と
に
、
最
も
大
き
な

政
治
的
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
当
初
、

民
主
党
は
政
府
提
案
法
案
の
方
針
で
し

た
が
、
最
終
的
に
全
会
一
致
を
原
則
と

す
る
衆
院
総
務
委
員
会
の
委
員
長
提
案

と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
点

も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
公
明
党
は
２
０
０
７
年
、
全
国
の
地

方
議
員
の
協
力
を
得
て
「
過
疎
集
落
実

態
意
識
調
査
」
を
実
施
。
こ
の
調
査
が

大
き
な
意
義
を
持
ち
ま
し
た
。

　
主
な
改
正
内
容
は
、
ま
ず
法
律
の
延

長
年
数
で
す
。
自
民
党
は
10
年
、
民
主

党
は
３
年
、
そ
し
て
公
明
党
は
恒
久
化

を
主
張
す
る
な
ど
政
党
間
で
見
解
が
異

な
り
ま
し
た
。
こ
の
問
題
は
最
後
ま
で

議
論
が
分
か
れ
、
各
党
協
議
会
で
議
論

を
重
ね
た
結
果
、
最
終
的
に
改
正
法
の

延
長
幅
は
６
年
に
な
り
ま
し
た
。

　
従
来
、
10
年
ご
と
に
見
直
し
し
て
き

た
の
で
す
が
、
地
方
自
治
体
か
ら
は
「
過

疎
対
策
を
進
め
る
上
で
（
民
主
党
案
の
）

３
年
で
は
短
す
ぎ
る
」
と
懸
念
す
る
声

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
声
を
踏
ま

え
て
、
ギ
リ
ギ
リ
の
交
渉
を
重
ね
、
今

回
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
施
設
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
面

で
し
か
使
え
な
か
っ
た
、
元
利
返
済
額

の
７
割
を
国
が
負
担
す
る
過
疎
対
策
事

業
債
（
過
疎
債
）
に
つ
い
て
も
、
医
療

や
交
通
手
段
の
確
保
を
は
じ
め
ソ
フ
ト

面
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

過
疎
法
改
正
で
与
野
党
合
意

新
た
に
58
市
町
村
を
追
加

医
療
や
交
通
の
支
援
も
可
能
に

香川県本部新春の集いで挨拶（１月29日） 高知市円行寺で児童の登校を見守る（12月15日）

須崎市でさやえんどうのハウスを視察（12月14日）

本年初の日曜市で約200店に新年の挨拶をしご意見を頂く
（1月3日）
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た
。
こ
れ
は
大
き
な
前
進
で
す
。

―
党
の
主
張
で
反
映
さ
れ
た
点
は
。

　
過
疎
法
の
見
直
し
に
当
た
り
、
党
と
し

て
も
ソ
フ
ト
対
策
へ
の
活
用
は
強
く
求
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
高
知
県
の
大
豊
町
で
懇
談
の
場
を
持
っ

た
際
、
住
民
の
方
が
強
く
求
め
て
い
た
の

は
交
通
手
段
の
確
保
で
す
。「
身
近
に
バ

ス
や
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
が
な

く
、
病
院
に
行
く
に
も
交
通
費
が
大
き
く

か
さ
む
」
と
の
訴
え
で
し
た
。
過
疎
地
の

皆
さ
ま
の
声
を
そ
の
ま
ま
与
野
党
間
の
議

論
の
場
で
訴
え
、
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
党
と
し
て
今
回
、
過
疎
法
を
恒
久
法
に

す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
の
は
「
国
が
過
疎

地
域
に
対
し
て
責
任
を
持
つ
」
と
い
う
こ

と
を
明
確
に
す
る
た
め
で
し
た
。
こ
の
理

念
は
委
員
会
決
議
中
に
「
過
疎
対
策
が
国

民
全
体
の
課
題
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
で

盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い

た
市
町
村
を
そ
の
ま
ま
支
援
の
対
象
と
す

る
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
上
で
、

改
正
案
で
は
対
象
地
域
に
つ
い
て
新
し
い

要
件
が
示
さ
れ
、
新
た
に
58
市
町
村
が
加

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

―
党
Ｐ
Ｔ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　
昨
年
来
、党
内
議
論
を
重
ね
る
一
方
で
、

過
疎
の
現
場
に
も
足
を
運
び
、
議
論
の
成

果
を
昨
年
末
に
「
中
間
ま
と
め
」
と
し
て

集
約
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
全
国
の
地
方

議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
各
党
協
議
の
場
で
公
明
党
の
考
え
を

示
し
た
の
で
す
。

―
今
後
の
課
題
は
。

　
法
案
が
固
ま
っ
た
以
上
、
ま
ず
は
円
滑

に
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
今
後
、
市
町
村
が
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い

て
具
体
的
に
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
過
疎
地
域
に
い
る
公
明
党
の
議

員
が
各
自
治
体
の
施
策
づ
く
り
を
積
極
的

に
支
え
て
い
く
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。
公
明
党
の
強
み
で
も
あ
る
「
チ
ー

ム
３
０
０
０
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
て
、
全
国
各
地
の
有
意
義
な
ア
イ
デ
ア

な
ど
を
共
有
し
情
報
交
換
を
行
う
中
で
、

よ
り
現
場
の
ニ
ー
ズ
（
要
望
）
に
沿
っ
た

実
効
性
あ
る
過
疎
対
策
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。  

　

は
全
国
1
位
で
、
野
菜
づ
く
り
、
畜
産
も

盛
ん
な
地
域
。

　
農
家
と
の
懇
談
で
は
、
戸
別
所
得
補
償

導
入
に
伴
い
、
全
国
一
律
で
水
田
10
ア
ー
ル

当
た
り
1
万
5
0
0
0
円
が
支
給
さ
れ
る

点
に
つ
い
て
、
生
産
性
が
全
国
で
異
な
る
こ

と
を
踏
ま
え
、「
耕
作
条
件
が
不
利
な
地

域
は
（
生
産
費
が
か
さ
む
た
め
）
大
変
厳

し
く
な
る
」
と
指
摘
。
さ
ら
に
米
が
豊
作

に
な
っ
た
場
合
の
余
剰
米
対
策
が
な
い
な
ど

の
問
題
点
も
挙
げ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
農
家
か
ら
は
「
政
府
は

1
万
5
0
0
0
円
（
と
い
う
お
カ
ネ
）
で

後
継
者
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
」
と

展
望
な
き
バ
ラ
マ
キ
農
政
を
痛
烈
に
批
判
す

る
声
が
あ
が
っ
た
。「
こ
の
ま
ま
で
は
集
落

営
農
を
続
け
る
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
な
る
。
集

落
営
農
は
存
亡
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
」

と
、
将
来
を
危
惧
す
る
声
も
出
た
。

　
行
政
、
J
A
お
や
ま
（
鈴
木
喜
代
志
組

合
長
）
と
の
懇
談
で
、
大
久
保
寿
夫
小
山

市
長
は
自
給
力
向
上
事
業
の
交
付
金
単
価

で
新
規
需
要
米
を
作
れ
ば
10
ア
ー
ル
当
た

り
8
万
円
が
も
ら
え
る
た
め
に
農
地
の
貸

し
は
が
し
が
起
こ
り
、「
集
落
営
農
組
織
や

認
定
農
業
者
の
経
営
面
積
が
減
少
し
か
ね

な
い
」
と
述
べ
、
集
落
営
農
組
織
や
認
定

農
業
者
へ
の
加
算
措
置
の
検
討
を
強
く
求

め
た
。

　
私
は「
貴
重
な
現
場
の
ご
意
見
を
頂
い
た
。

モ
デ
ル
事
業
と
は
い
え
、
実
施
す
る
か
ら
に

は
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
。
今
後
の
国
会
質
疑

で
厳
し
く
た
だ
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

な
い
ば
か
り
か
集
落
組
織
を
崩
壊
さ
せ
か

ね
な
い
」
と
厳
し
く
指
摘
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、戸
別
所
得
保
障
に
つい
て
、

農
地
集
積
や
大
規
模
化
に
努
め
る
農
家
の

経
営
努
力
や
、
中
山
間
地
域
な
ど
の
条
件

不
利
地
域
に
配
慮
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
コ

メ
の
生
産
過
剰
に
つ
な
が
る
懸
念
な
ど
問
題

点
を
挙
げ
、
抜
本
的
見
直
し
を
要
請
。
さ

ら
に
、
今
年
度
第
1
次
補
正
予
算
で
凍
結

さ
れ
た
森
林
整
備
事
業
や
耕
作
放
棄
地
対

策
、
10
年
度
予
算
概
算
要
求
の
事
業
仕
分

け
で
「
自
治
体
の
判
断
」
と
さ
れ
た
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
な
ど
に
つい
て
、
十
分
な
予

算
を
確
保
す
る
よ
う
求
め
た
。
こ
の
ほ
か
、

税
制
で
は
、
農
漁
業
用
A
重
油
の
免
税
・

還
付
措
置
の
延
長
、
農
地
の
相
続
税
納
税

猶
予
の
条
件
緩
和
な
ど
８
項
目
を
提
案
し

た
。

　
こ
れ
に
対
し
赤
松
農
水
相
は
「
で
き
る

だ
け
取
り
組
み
た
い
」
と
述
べ
た
。

農
家
所
得
補
償
に
広
が
る
懸
念

集
落
営
農
は
存
亡
の
危
機

後
継
者
確
保
な
ど
展
望
を
描
け
ず

農
地
の
貸
し
は
が
し
起
こ
る
恐
れ


